
【１　事業概要】

年度～( 年目)

【２　事業費および実績】

【３　市の評価】

事業内容

二次評価

今後の方向性 見直し 見直し、廃止の理由 終期設定

（こんなふうに見直していきます）

　
　新製品開発・改良促進事業補助金等、他に中小企業を対象とした助成制度もあること
から、本事業の成果を検証した上で、終期を設定する必要がある。

一次評価
（担当課評価）

今後の方向性 継続 見直し、廃止の理由 －

　本市の区域内の製造業の多くは小規模企業者であり、その経営基盤安定が本市のもの
づくり産業の底上げ、発展につながるため、継続していく必要がある。

　　― － － － － －

103.9 100.0 210.0

指
標

成果報告会の参加者数 － － － 46人 －

平成29年度
（予算）

事業費
万円 万円 万円 万円 万円

－ －

項　　　目 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

根拠法令等 　― 事業期間 平成 27

○事業詳細
　［事業内容］

■成長市場への取り組みの啓発と新産業の創出を目指し、新分野への小規模企業者の進
出を促進するためのモデル事業を実施する。

事業概要説明シート（３）

事務事業名 小規模企業者新分野展開モデル事業費 担当課 ものづくり産業支援課
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対象事業

　自らが実施している事業分野とは異なる分野で、かつ、テーマに沿っ
　た事業分野において、新たに製品・サービスを開発する事業
　※テーマ
　　H27「シルバー市場向け製品」
　　H28「環境」「医療」「福祉」

対象者
製造業又は情報通信・映像・デザインに関する業を営み、市内に主た
る事業所又は生産施設を有する小規模企業者

対象経費

１００万円（上限）
※事業完了時に成果発表を行うものとする。
※システム開発経費（情報サービス業を営む者のみ）、外注加工費は
それぞれ経費総額の５割以内とする。

採択件数 　２件　
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